
第１図　　作山古墳と周辺の主な遺跡 （S=1/30,000）

            　　　　　　　　　　　（国土地理院電子地形図を加工）　　　
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※資料の転載・引用はご遠慮ください。

　作山古墳は， 約 1,600 年前の古墳時代中期 （５世紀中頃） に築造された， 全長

282ｍ（全国第 10 位） の巨大前方後円墳です。 墳丘は丘陵を加工してつくられており，

後円部が楕円形で， 前方部前端が突出するなど， 独特な形を持つのが特徴です。 また，

作山古墳が位置する吉備路周辺には， こうもり塚古墳や備中国分寺跡， 備中国分尼寺

跡など有名な遺跡が数多くあり， 吉備地域の歴史を語るうえで欠かせない地域として多く

の人に親しまれています。

　 総社市は， 作山古墳の永続的な保存 ・ 活用を図るための基本計画を策定することを目

指し， その基礎資料を得るための調査 ・ 研究を令和 6 年度から始めました。 本事業で

は， 作山古墳の詳細な規模や形状のほか， 埴輪や葺石などの状況を解明することを目的

に， 今年度から６か年計画で発掘調査を実施します。

　 初めての調査となる今年度は， 前方部の形状を確認するほか， 濠の有無や， これまで

不明であった 「造出状の張り出し部 （以下 「張り出し部」）」 の性格を明らかにするため，

小規模な調査区 （トレンチ） を設定

して調査を行っています。

　 調査の結果， 張り出し部は既に存

在が知られていた造出と並ぶ２つ目

の造出であったことが明らかになりま

した。 通常は古墳の両側に１つずつ

取り付く造出ですが， 作山古墳のよ

うに片側に２か所存在する古墳は全

国的に見ても非常に珍しく， 岡山県

内では類例がありません。
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※古墳に取り付く方形状の壇を指します。

　　主に前方部と後円部の境 （くびれ部） に

　　あり， 祭祀を行った場所と考えられています。
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日時：令和7年 11月 23日（日）～11月 27日（木）　10時 30分から15時 30分

場所：史跡　作山古墳（総社市三須200ほか） 主催：総社市役所産業部文化財課
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総社市役所産業部文化財課
〒719-1192　総社市中央一丁目 1-1

TEL:0866-92-8363　FAX:0866-92-8386

https://www.city.soja.okayama.jp/bunka/

bunka_sport/bunka/shisonshi_hanbai_2.html

作山古墳の情報はこちらから！→
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※見学の際は白線の通路をご利用ください
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第２図　　令和７年度発掘調査箇所 （黄塗りの範囲が対象）　　　
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　２段目斜面の葺石とは異なり，この段に並べられた葺石

は，角ばった石が用いられています。古墳の平坦面と斜面

の境目を中心に，崩れ落ちた葺石が積み重なっている状況

を確認しました。（写真は南西側から撮影）

　墳丘を囲むように据え置かれた円筒埴輪列の一部です。

ここでは合計５本並んだ状況を確認しました。埴輪は，底部

を埋めた状態で据え置かれており，その出土状況から，大型

のものを先に置いてから小型のものを並べたと想定されます。

　大量の埴輪を効率よく並べるうえで，大型のものを先に置

いて目印にした可能性があります。（写真は南西側から撮影）

　葺石は，古墳の表面を飾るために斜面に並べられた石です。

この段では，丸い河原石と角ばった石の両方が用いられてい

ます。最下段の石（基底石）には他よりやや大きな石が使わ

れていることに加え，石を葺く際の基準とした縦方向のライ

ン（縦目地）を確認しました。（写真は西側から撮影）
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　トレンチの斜面から大量の円筒埴輪片とともに，形象埴輪

片や須恵器といった祭祀にかかわる遺物が見つかりました。

また，平坦面からは据え置かれた円筒埴輪が見つかりました。

　この場所は「造出状の張り出し部」と呼ばれており，その

性格は謎に包まれていましたが，今回の調査で造出であるこ

とが明らかとなりました。造出が古墳の前方部の片側に複数

取り付く例は，全国的に見ても極めて珍しく，岡山県内では

初めての事例となります。（写真は西側から撮影）
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